
 

 

 

                           

古代史シリーズ９ 

「大和と平安京を創った人々」 

 

著者：情報戦略モデル研究所 

井上 正和 

  

 

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の

で
す
。 

日
高
見
国
に
い
た
神
々
は
弥
生
時
代
か
ら
東
の

大
和
へ移
動
し
、
大
和
朝
廷
を
創
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
史
実
で
は
古
墳
時
代
か
ら
ユ
ダ
ヤ
系

の
民
、
秦
氏
が
時
の
天
皇
に
仕
え
平
安
京
造
営

ま
で
業
績
を
積
み
上
げ
、
日
本
人
に
同
化
し
て

い
き
ま
す
。
高
天
原
の
神
々
か
ら
平
安
京
ま
で

の
ユ
ダ
ヤ
系
秦
氏
の
足
跡
を
辿
り
ま
す
。 
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は
じ
め
に 

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

 筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のS

E

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代
の
文
化
や

歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）
が
読
め
な
か
っ
た

り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体

系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元S

E

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
体
系
化
す
る

こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
９
は
、「
大
和
と
平
安
京
を
創
っ
た
人
々
」と
題
し
、
平
安
京
造
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
秦
氏
と
高
天
原
の
神
々

と
の
繋
が
り
を
探
り
ま
す
。
日
高
見
国
に
い
た
神
々
は
弥
生
時
代
か
ら
東
の
大
和
へ移
動
し
、
大
和
朝
廷
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
史
実
で

は
古
墳
時
代
か
ら
ユ
ダ
ヤ
系
の
民
、
秦
氏
が
時
の
天
皇
に
仕
え
平
安
京
造
営
ま
で
業
績
を
積
み
上
げ
、
日
本
人
に
同
化
し
て
い
き
ま
す
。
高

天
原
の
神
々
か
ら
平
安
京
ま
で
の
ユ
ダ
ヤ
系
秦
氏
の
足
跡
を
辿
り
ま
す
。 

本
冊
子
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か

ら
か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
ま
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

＋「
日
本
の
起
源
は
日
高
見
国
に
あ
っ
た
」（
田
中
英
道
著 
勉
誠
出
版
）
＋「
高
天
原
は
関
東
に
あ
っ
た
」（田
中
英
道
著 

勉
誠
出
版
） 

＋
「
神
武
天
皇
の
真
実
」
（
田
中
英
道
、
扶
桑
社
）  

＋
「
京
都
は
ユ
ダ
ヤ
人
秦
氏
が
つ
く
っ
た
」（
田
中
英
道
著 

育
鵬
社
） 

＋
「
な
ぜ
八
幡
神
社
が
日
本
で
一
番
多
い
の
か
」（島
田
裕
巳
著 

幻
冬
社
）  

＋
「
霧
島
神
宮
・
鹿
児
島
神
宮
」（
デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
） 

＋
「
神
社
に
秘
め
ら
れ
た
日
本
史
の
謎
」（洋
泉
社M

O
O

K

）  

＋
「
古
事
記
」
（
竹
田
恒
泰 

学
研
） 

＋
「
日
本
書
紀
」
（
宇
治
谷
孟 

講
談
社
）な
ど 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
９「
大
和
と
平
安
京
を
創
っ
た
人
々
」の
全
体
構
成
は
次
の
目
次
に
あ
げ
て
置
き
ま
す
。 
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古
代
史
シ
リ
ー
ズ
９ 

「
大
和
と
平
安
京
を
創
っ
た
人
々
」の
目
次 

 
第
一
章 

「
国
譲
り
と
天
孫
降
臨
」  ..................................................................... 

５ 
高
天
原
の
地
上
存
在
と
天
孫
降
臨
の
意
味
を
史
実
と
伝
説
か
ら
捉
え
て
い
き
ま
す
。 

 第
二
章 

「
神
武
東
征
の
解
釈
」  ...................................................................... 

１
９ 

神
武
東
征
の
意
味
と
記
紀
に
記
述
さ
れ
る
事
柄
を
高
天
原
の
地
上
存
在
を
前
提
に
解
釈
し
な
お
す
。 

 

第
三
章 

「
饒
速
日
命
・神
武
天
皇
・崇
神
天
皇
」  ............................................... 

３
２ 

大
和
朝
廷
の
基
礎
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
三
世
紀
の
橿
原
遺
跡
と
神
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
る 

紀
元
前
六
六
〇
年
と
の
時
代
の
ず
れ
を
考
古
学
的
に
探
求
し
ま
す
。 

  第
四
章 

「
秦
氏
が
平
安
京
を
創
っ
た
」 .............................................................. 

４
３ 

平
安
京
造
営
に
秦
氏
が
大
き
く
貢
献
し
た
史
実
と
ユ
ダ
ヤ
人
秦
氏
が
日
本
の
天
皇
に
組
み
入
り
、 

日
本
に
同
化
し
た
歴
史
を
捉
え
ま
す
。 

 第
五
章 

「
秦
氏
と
京
都
の
神
社
と
の
繋
が
り
」 ................................................... 

５
５ 

平
安
京
造
営
の
影
の
リ
ー
ダ
ー
秦
河
勝
が
作
り
上
げ
た
日
本
の
神
社
や
平
安
京
の
祭
り
に 

組
み
込
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
信
仰
の
印
を
探
り
ま
す
。 

 

お
わ
り
に .................................................................................................. 

７
１ 
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◆
第
一
章 

「
国
譲
り
と
天
孫
降
臨
」の
目
次 

 
第
一
話 
出
雲
の
国
譲
り ......................................................................................... 

５ 

 
 第

二
話 

常
陸
国
と
高
天
原 

 ............................................................................... 

１
１ 

 

第
三
話 

天
孫
降
臨
の
地
、
鹿
児
島 
 ................................................................... 

１
６ 

 

コ
ラ
ム
：
「
鹿
児
島
神
社
と
霧
島
神
社
」
」 

 ....................................................... 

１
８ 
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第
一
話 

出
雲
の
国
譲
り 

 
  

 

「
高
天
原
は
関
東
に
あ
っ
た
」（
田
中
英
道
著 

勉
誠
出
版
）の
中
で
、
田
中
英
道
氏
は
高
天
原
を
天
空
で
は
な
く
地
上
に
存
在
し
た
と

述
べ
て
い
る
。
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
神
社
が
鹿
島
神
宮
と
香
取
神
宮
で
あ

る
。
そ
の
理
由
は
、
記
紀
で
記
述
す
る
高
天
原
か
ら
出
雲
に
遣
わ
さ
れ
出
雲
国

を
従
え
た
と
い
う
武
御
雷
大
神
（タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
オ
オ
カ
ミ
）と
経
津
主
大
神

（フ
ツ
ヌ
シ
ノ
オ
オ
カ
ミ
）が
そ
こ
に
祭
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。 

武
御
雷
神
と
い
え
ば
、
出
雲
の
国
譲
り
で
有
名
で
あ
る
。
日
本
書
紀
か
ら
こ
の

国
譲
り
の
武
御
雷
神
に
関
す
る
記
述
を
抑
え
て
み
ま
す
（参
照
資
料1-1

）。 

日
本
書
紀
で
の
国
譲
り
の
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
ま
す
。 

 

武
御
雷
神
は
大
国
主
命
に
対
し
て
、「
高
御
産
巣
日
神
（タ
カ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
）

は
、
皇
孫
を
降
ら
せ
こ
の
地
を
治
め
よ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
。
お
前
の
心
は
ど

う
か
。
お
譲
り
す
る
か
、
否
か
。
」と
尋
ね
る
。
大
国
主
命
は「
二
人
の
息
子
に
相

談
し
て
決
め
る
」と
応
え
る
。
そ
の
息
子
、
建
御
方
神
（
ミ
ナ
カ
タ
ノ
カ
ミ
）は
武

御
雷
神
と
力
比
べ
を
し
て
負
け
、
も
う
一
人
の
息
子
の
事
代
主
神
（コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ

ノ
カ
ミ
）は「
今
回
の
天
津
神
の
仰
せ
ご
と
に
、
父
上
は
抵
抗
さ
れ
ぬ
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。
私
も
仰
せ
に
逆
ら
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
」と
言
っ
て
、
波
の
上
に
幾
重

も
の
青
柴
垣
を
つ
く
り
、
海
中
に
退
去
す
る
。 

大
国
主
命
は
、
武
御
雷
神
と
経
津
主
神
に
対
し
て
、「
私
が
あ
な
た
方
を
防
い

だ
と
し
た
ら
、
国
の
中
の
多
く
の
神
々
も
ま
た
、
必
ず
あ
な
た
方
に
向
か
っ
て
私

と
同
じ
よ
う
に
防
い
だ
で
し
ょ
う
。
い
ま
私
が
こ
う
し
て
隠
れ
ま
し
た
ら
誰
が
あ

な
た
方
に
歯
向
か
う
で
し
ょ
う
。
・・・・」
、
そ
う
言
っ
て
、
国
を
従
え
る
時
に
使
っ

た
広
矛
（ひ
ろ
ほ
こ
）を
二
神
に
渡
し
て
、「
こ
の
矛
は
国
を
治
め
る
時
に
功
労
の

あ
っ
た
矛
で
す
。
も
し
天
孫
が
こ
の
矛
を
使
っ
て
国
を
治
め
る
な
ら
ば
、
か
な
ら

参照資料１－１：武御雷神と経津主神の位置づけ

建
御
雷
神
（雷
の
神
）

出典： 「古事記」 （竹田恒泰著、学研）

金
山
毘
古
神
（鉱
山
の
神
）

（か
な
や
ま
び
こ
）

火
神
＝
火
之
迦
具
土
神

（ひ
の
か
ぐ
つ
ち
）

嘔
吐
物
か
ら
成
っ
た
神

金
山
毘
売
神
（鉱
山
の
女
神
）

（か
な
や
ま
び
め
）

波
邇
夜
須
毘
古
神
（土
の
神
）

（は
に
や
す
び
こ
）

大
便
か
ら
成
っ
た
神

波
邇
夜
須
毘
売
神
（土
の
女
神
）

（は
に
や
す
び
め
）

弥
都
波
能
売
神
（水
の
女
神
）

（み
つ
は
の
め
）

尿
か
ら
成
っ
た
神

和
久
三
巣
日
神

（生
成
の
神
）（わ
く
む
す
び

豊
宇
気
毘
売
神
（穀
物

の
神
）（と
よ
う
け
び
め
）

剣
先
の
血
が
岩
に

走
り
付
い
て
三
柱

（岩
と
剣
の
神
）

剣
先
の
血
が
岩
に

飛
び
散
っ
て
三
柱

甕
速
日
神
（火
の
神
）

み
か
は
や
ひ

樋
速
日
神
（剣
の
神
）

ひ
は
や
ひ

火
之
迦
具
土
神
の
体

か
ら
八
柱

（山
の
坂
、
山
の
奥
二
柱
、
山

の
谷
、
端
に
あ
る
山
二
柱
、
山

の
原
、
山
の
入
り
口
）

剣
の
柄
の
血
が
指
か
ら

あ
ふ
れ
て
二
柱
（滝
と
水
の
神
）

闇
御
津
羽
神
（く
ら
み
つ
は
の
か
み
）

闇
龗
神
（く
ら
お
か
み
の
か
み
）

伊
邪
那
美
神
か
ら
成
っ
た
神

神名の「ウケ」は
食物のことで、
食物・穀物を司
る女神である

石
裂
神
（い
わ
さ
く
の
か
み
）

根
裂
神
（ね
さ
く
の
か
み
）

石
筒
之
男
神

（い
わ
つ
つ
の
お
の
か
み
）

石筒之男神が子
に経津主神

高龗神（たかおがみ）

伊
邪
那
岐
神
か
ら
成
っ
た
神

黄泉の国に行く前 黄泉比良坂

吐
い
た
唾
か
ら
成
っ
た
神

唾
を
掃
き
払
っ
て
成
っ
た
神

泉
津
事
解
之
男
神

（よ
も
つ
こ
と
さ
か
つ
の
お
の
か
み
）

速
玉
之
男
神

（は
や
た
ま
の
お
の
か
み
）

十拳剣(とつかのつるぎ)
で三つに切って成る神
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ず
国
が
穏
や
か
に
幸
せ
な
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。
」と
告
げ
る
。
こ
の
言
葉
に
は
戦
え
ば
武
力
で
は
簡
単
に
負
け
は
し
な
い
が
、
何
か
高
天
原
の

大
き
な
力
を
恐
れ
て
国
譲
り
を
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
続
き
を
読
ん
で
み
よ
う
。
大
国
主
命
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
私
の
子
ど
も
、
二
柱
（
ふ
た
は
し
ら
）の
神
の
言
う
と
お
り
に
こ
の
葦
原
中
国
（
あ
し
は
ら
な
か
つ
く
に
）は
差
し
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
、
天
つ
神
の
御
子
が
天
津
日
継
（
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
：皇
位
）を
お
受
け
に
な
る
、
光
り
輝
く
宮
殿
の
よ
う
に
、
地
盤
に
届
く
ほ
ど
に
宮
柱
を

深
く
堀
立
て
、
高
天
原
に
届
く
ほ
ど
に
千
木
（ち
ぎ
）を
高
く
立
て
た
壮
大
な
宮
殿
に
私
が
住
み
、
祭
ら
れ
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
そ
れ

が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
百
八
十
神
（モ
モ
ヤ
ソ
カ
ミ
）
を
事
代
主
神
が
統
率
し
、
背
く
神
は
い
な
く
な
り
ま
す
」と
。 

 

高
御
産
巣
日
神
は
武
御
雷
神
と
経
津
主
神
の
報
告
を
受
け
、
自
ら
の
回
答
を
伝
え
さ
せ
る
。 

「
あ
な
た
の
言
う
こ
と
は
本
当
に
そ
の
通
り
と
思
う
。
・・・あ
な
た
が
住
む
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
天
日
隅
宮
（
あ
め
の
ひ
す
み
の
み
や
：出
雲

大
社
の
こ
と
）
は
、
い
ま
造
り
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
千
尋
藻
（ち
ひ
ろ
も
）
の
長
い
縄
を
使
っ
て
百
八
十
の
紐
に
結
び
、
そ
の
宮
を
造
る
規
模

は
、
柱
を
高
く
太
く
、
板
は
広
く
厚
く
作
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
備
え
る
食
物
を
作
り
、
鳥
の
よ
う
に
早
く
走
る
船
も
作
り
、
高
天
原
に
通
う
た

め
の
天
安
河
（
あ
ま
の
や
す
の
か
わ
）に
も
内
橋
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
・・・」
。
ま
た
、 

「
あ
な
た
を
祭
る
宮
への
奉
仕
は
天
穂
日
命
（ア
マ
ノ
ホ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
）と
い
う
者
に
視
さ
せ
ま
す
。
」と
大
国
主
命
に
返
答
す
る
。
服
従
す
る
者
に

対
し
て
、
有
り
余
る
厚
遇
を
施
し
て
い
る
。
出
雲
王
国
は
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
す
べ
き
価
値
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
天
穂
日
命
と

は
出
雲
大
社
の
宮
司
で
あ
る
現
在
の
千
家
の
祖
で
あ
る
。 

大
国
主
命
は
、「
天
っ
神
の
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
行
き
届
い
て
い
て
、
も
う
何
も
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
・・・」
。
そ
し
て
、
久
那
斗
神

（
岐
神
：ク
ナ
ド
ノ
カ
ミ
、
道
し
る
べ
の
神
）を
二
神
に
推
薦
し
、「
こ
の
岐
神
が
私
に
代
わ
っ
て
、
あ
な
た
方
に
従
い
、
国
々
を
ご
案
内
す
る
で
し
ょ

う
。
」と
告
げ
る
。 

久
那
斗
神
は
東
国
三
社
の
一
つ
で
あ
る
息
栖
（い
き
す
）神
社
の
祭
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
。 

 

武
御
雷
神
と
経
津
主
神
の
二
神
は
久
那
斗
神
の
案
内
で
、
方
々
を
め
ぐ
り
歩
き
、
従
わ
な
い
者
は
切
り
殺
し
、
帰
順
す
る
も
の
に
は
褒
美
を

与
え
た
。
こ
の
時
に
帰
順
し
た
首
長
に
は
大
物
主
神
と
事
代
主
神
が
あ
り
、
八
十
万
神
を
天
高
市
（あ
ま
の
た
か
ち
）に
集
め
、
こ
の
神
々
を

率
い
て
天
に
昇
っ
て
そ
の
誠
の
心
を
披
露
さ
れ
た
。
天
高
市
と
は
高
天
原
で
諸
神
が
集
合
す
る
場
所
に
な
っ
て
い
た
小
高
い
所
を
言
い
ま
す
。

出
雲
も
含
め
て
で
あ
る
が
、
出
雲
以
外
に
も
葦
原
中
国
に
は
多
く
の
国
々
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
神
武
東
征
前
の
葦
原
中
国
は
九
州
、
四

国
、
近
畿
を
中
心
と
し
た
西
日
本
と
東
日
本
の
近
畿
寄
り
ま
で
の
国
々
を
支
配
す
る
王
国
と
し
て
君
臨
し
、
東
北
に
は
異
な
る
敵
対
す
る
国

つ
神
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

「
常
陸
国
風
土
記
」の
信
太
郡
（
し
だ
ぐ
ん
）の
記
事
に
は
、「
こ
れ
よ
り
西
の
高
来
（
た
か
く
）の
里
は
、
老
人
の
い
う
の
に
は
、
天
地
の
始
ま
っ
て

ま
も
な
く
の
こ
ろ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
者
が
は
こ
び
っ
て
い
た
と
き
に
、
天
か
ら
降
り
て
き
た
普
都
（フ
ツ
）の
大
神
が
葦
原
中
国
を
巡
り
歩
い
て
、

山
や
河
べ
り
に
住
む
荒
く
れ
者
を
平
ら
げ
ら
れ
た
」。
そ
し
て
、
常
陸
の
国
は
葦
原
中
国
と
記
述
し
、
こ
の
葦
原
中
国
の
平
定
に
は
普
都
の
大
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神
が
記
述
さ
れ
る
。
葦
原
中
国
を
平
定
し
、
常
陸
国
を
創
り
普
都
（フ
ツ
）の
大
神
が
香
取
神
社
に
祭
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 
そ
う
し
て
、
日
本
書
紀
は
最
後
に
残
っ
た
香
香
背
神
（カ
ガ
セ
オ
ノ
カ
ミ
）の
討
伐
を
記
し
て
い
る
。
二
神
の
手
に
負
え
な
い
悪
神
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
武
御
雷
神
は
鹿
島
か
ら
約
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
甕
（お
お
み
か
：日
立
市
）に
住
む
香
香
背
神
の
悪
神
を
建
葉
槌
神
（タ
ケ
ハ

ツ
チ
ノ
カ
ミ
）に
命
じ
討
伐
す
る
。
こ
う
し
て
、
出
雲
国
、
葦
原
中
国
の
平
定
が
終
る
。
一
大
文
化
圏
と
し
て
栄
え
た
高
天
原
と
出
雲
を
一
体

化
さ
せ
る
努
力
を
し
た
の
が
武
御
雷
神
な
の
で
あ
る
。 

 

記
紀
で
大
き
く
取
り
上
げ
る「
国
譲
り
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」、
神
武
天
皇
即
位
の
前
で
あ
る
か
ら
紀
元
前
七
世
紀
以
前
の
出
来
事
と
想
定

で
き
る
。
当
時
の
倭
に
は
二
つ
の
大
き
な
勢
力
を
持
っ
た
国
が
存
在
し
、
国
を
二
分
し
て
い
た
。
そ
れ
は
出
雲
を
中
心
と
す
る
西
日
本
の
勢
力

と
日
高
見
国
を
中
心
と
し
て
勢
力
を
持
つ
東
国
の
勢
力
で
あ
る
。
東
国
の
日
高
見
国
に
い
た
高
御
産
巣
日
尊
が
武
御
雷
神
と
経
津
主
神
の
二

神
を
遣
わ
し
て
武
力
で
は
な
く
大
国
主
命
を
屈
服
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
東
国
が
出
雲
国
を
大
き
く
上
回
る
強
力
な
力
を
有
し
て
い
た
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
時
は
弥
生
文
化
の
導
入
時
期
で
あ
る
か
ら
青
銅
で
な
く
鉄
な
ど
の
金
属
武
器
の
違
い
や
集
団
の
組
織
力
な
ど
が
想
定
で

き
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て「
出
雲
政
権
を
樹
立
さ
せ
た
西
日
本
の
勢
力
」を「
日
高
見
国
」の
東
日
本
の
勢
力
で
あ
る
高
天
原
の
勢
力
が
抑
え

て
政
権
を
統
一
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
譲
り
で
は
、
古
事
記
は
高
御
産
巣
日
尊
が
武
御
雷
神
（
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
カ
ミ
）に
天
乃
鳥
船
神

（
ア
マ
ノ
ト
リ
フ
ネ
ノ
カ
ミ
）を
随
行
さ
せ
て
出
雲
へ派
遣
す
る
と
記
述
す
る
が
、
日
本
書
紀
で
は
、
武
御
雷
神
と
経
津
主
神
を
派
遣
す
る
。
天

乃
鳥
船
の
船
団
を
使
っ
て
海
路
で
出
雲
に
武
御
雷
神
と
経
津
主
神
を
派
遣
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
大
事
業
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

 

そ
れ
は
大
陸
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
大
陸
の
事
情
を
み
て
み
る
と
、
紀
元
前
一
〇
世
紀
ご
ろ
の
弥
生
時
代
初
期
は
、
帰
化
人
の
増
大
と
水
稲

栽
培
の
普
及
に
よ
り
、
西
日
本
の
人
口
増
加
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
の
大
陸
交
流
が
可
能
に
な
り
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
国

主
体
で
あ
っ
た
倭
国
も
西
日
本
の
重
要
性
に
気
付
き
移
動
を
始
め
る
。
さ
ら
に
、
大
陸
で
は
、
紀
元
前
十
一
世
紀
に
成
立
し
た
周
王
朝
が
紀

元
前
八
世
紀
に
崩
れ
西
周
・東
周
に
分
割
し
、
春
秋
戦
国
時
代
へ突
入
す
る
。
紀
元
前
六
世
紀
か
ら
の
春
秋
戦
国
時
代
に
続
く
戦
国
時
代
を

紀
元
前
二
二
一
年「
秦
」の
始
皇
帝
が
統
一
す
る
。
大
規
模
な
統
一
国
家
の
成
立
は
周
辺
国
家
への
脅
威
に
な
る
。
国
家
防
衛
を
目
的
と
し
た

列
島
統
一
事
業
が
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

 

出
雲
の
遺
跡
の
中
で
考
古
学
的
に
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
遺
跡
に
、
荒
神
谷
（こ
う
じ
ん
だ
に
）遺
跡
と
加
茂
岩
倉
（か
も
い
わ
く
ら
）

遺
跡
が
あ
る
。
重
要
視
さ
れ
る
の
は
荒
神
谷
遺
跡
の
銅
剣
と
加
茂
岩
倉
遺
跡
の
銅
鐸
の
出
土
の
規
模
に
よ
る
。
荒
神
谷
の
銅
剣
埋
蔵
量
は
三

五
八
本
で
あ
り
こ
の
埋
蔵
量
は
発
見
ま
で
に
日
本
の
全
遺
跡
で
出
土
さ
れ
た
出
土
量
を
上
回
る
。
ま
た
、
加
茂
岩
倉
の
銅
鐸
三
十
九
個
は
一

遺
跡
で
は
最
大
で
あ
る
。
こ
の
埋
蔵
の
意
味
は
東
国
に
敗
れ
た
こ
と
への
恭
順
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
武
器
を
捨
て
る
」と
い
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う
「
権
力
移
譲
」の
意
思
表
示
で
あ
り
、
そ
し
て
祭
祀
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
銅
鐸
を
捨
て
る
」こ
と
は「
権
威
を
捨
て
る
」こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
、

「
国
譲
り
」
の
儀
式
を
表
し
て
い
る
。
三
五
八
本
の
銅
剣
は
出
雲
の
全
神
社
の
数
に
該
当
し
、
全
豪
族
に
よ
る「
剣
を
下
げ
る
」政
治
的
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
荒
神
谷
銅
剣
の
根
元
に
は「
ｘ
」
が
刻
ま
れ
、
加
茂
岩
倉
遺
跡
の
銅
鐸
の
人
間
の
顔
に
当
た
る
部
分
に

「
ｘ
」が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
ｘ
」の
意
味
は
、
武
器
で
あ
れ
祭
器
で
あ
れ
、
も
う
使
わ
な
い
、
使
え
な
い
も
の
だ
と
い
う
意
思
表
示
と
解
さ
れ
て
い
る

（
参
照
資
料1

-2

）
。
巨
大
国
家
で
あ
っ
た
出
雲
が
鹿
島
を
中
心
と
す
る
日
高
見
国
（高
天
原
）に
恭
順
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
高
天
原
の
強
力

な
軍
事
力
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

 

古
事
記
で
は
、
大
国
主
命
の
子
神
の
建
御
方
神
と
の
力
比
べ
を
記
述
す
る
。
こ
の
力
比
べ
で
武
御
雷
神
が「
信
濃
の
国
の
諏
訪
の
湖
」の
自
分

の
勢
力
圏
に
追
い
詰
め
、
降
参
さ
せ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
そ
し
て
高
天
原
政
権
の
傘
下
に
下
っ
た
建
御
方
神
は
降
参
の
絶
望
を
慰
め
る
た

め
に
諏
訪
大
社
に
祭
っ
た
（参
照
資
料1-3

）。
建
御
方
神
と
の
力
比
べ
と
は
武
御
雷
神
と
の
戦
い
で
圧
倒
的
な
負
け
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
ぜ
、
高
天
原
は
圧
倒
的
な
勝
利
を
治
め

た
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

鹿
島
の
鉄
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
当
時
の
武
器
と
し
て
最
強
で
あ
る
鉄
の

優
位
性
は
な
か
っ
た
か
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。 

 

製
鉄
の
鉄
素
材
に
は
、
古
代
に
使
っ
た
渇

鉄
鉱
（
か
つ
て
っ
こ
う
）、
た
た
ら
製
鉄
で
使

用
す
る
磁
鉄
鉱
（砂
鉄
）
、
現
代
の
高
炉
で

使
う
赤
鉄
鉱
が
あ
る
（
参
照
資
料1-4-

①
）
。
渇
鉄
鉱
は
湖
沼
鉄
と
言
わ
れ
、
湖
や

沼
に
酸
化
鉄
が
浮
き
出
て
石
化
し
た
も
の

で
餅
鉄
（も
ち
て
つ
）、
鈴
鉄
、
高
師
小
僧

（
た
か
し
こ
ぞ
う
）な
ど 

と
い
わ
れ
る
も
の

を
使
う
。
溶
融
温
度
が
四
百
度
と
低
い
の

で
縄
文
時
代
か
ら
使
わ
れ
製
鉄
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
欠
点
は
材
料
の
収
集
が
自
然

出典：ウィキペディアから図柄引用

参照資料１－３：諏訪大社

諏訪大社 上社本宮 弊拝殿

諏訪大社 上社前宮 本殿

諏訪大社 下社春宮 弊拝殿

諏訪大社 下社秋宮 神楽殿

祭神
＊建御名方神（たけみなかたのかみ）
＊八坂刀売神（やさかとめのかみ） -主祭神。
＊八重事代主神（やえことしろぬしのかみ）

祭神：建御名方神（たけみなかたのかみ）

祭神：八坂刀売神（やさかとめのかみ）

参照資料１－２：荒神谷遺跡と加茂岩倉遺跡出土品の「X」印

荒神谷遺跡

加茂岩倉遺跡 の
印

出典：ウィキペディアから図柄引用
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任
せ
で
あ
る
。
そ
の
産
地
の
一
つ
で
あ
る
諏
訪
に
は
諏
訪
大
社
の
古
神
事
で「
湛
（た
た
）え
神
事
」が
あ
る
。
こ
の
神
事
は
鈴
鉄
の
豊
作
の
祈
願

す
る
神
事
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
銑
鉄
の
溶
融
温
度
は1200

度
、
磁
鉄
鉱
（砂
鉄
）
は 

1538

度
、
赤
鉄
鉱
（
高
炉
）
は1550

度
に
上
が

り
、
渇
鉄
鉱
以
外
は
ふ
い
ご
な
ど
の
火
力
増
強
が
必
要
に
な
る
。 

 

鹿
島
界
隈
の
鉄
の
存
在
を
み
る
と
、
鹿
島
神
社
近
く
の
厨
台
遺
跡
群
（く
り
や
だ
い
い
せ
き
ぐ
ん
）で
、
縄
文
中
期
の
炉
跡
が
発
見
さ
れ
る
。

炉
が
あ
れ
ば
渇
鉄
鉱
の
製
鉄
は
で
き
る
。
最
近
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
紀
元
三
世
紀
末(

古
墳
時
代
前
期
初
頭)

の
千
葉
県
八
千
代
市
沖
塚

遺
跡
の
工
房
跡
か
ら
火
窪 (

ほ
ど)

型
炉
跡
が
検
出
さ
れ
話
題
に
な
っ
て
い
る
（参
照
資
料1-4-

②
）。
製
錬
鍛
冶
（大
鍛
冶
）と
鍛
造
（小
鍛

冶
）
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
遺
跡
で
あ
る
（参
照
資
料1-4-

③
）。
各
種
鉄
関
連
遺
物
と
多
量
の
砂
鉄(2

kg)

が
回
収
さ
れ
た
。
銑
鉄
の
鉄
滓
が
出

土
し
て
い
る
の
で
溶
融
が
出
来
て
い
る
。 

 

渇
鉄
鉱
の
製
鉄
は
、
明
神
平

（
岩
手
県
）
で
は3600

年
前
（紀

元
前15

00

年
）の
カ
キ
殻
の
付

着
し
た
鉄
滓
が
出
土
し
て
い
る
。

諏
訪
地
方
、
大
阪
府
泉
南
鉱
と

は
水
辺
の
植
物
の
根
に
鉄
バ
ク
テ

リ
ア
の
作
用
で
水
酸
化
鉄
の
殻

を
作
る
。
褐
鉄
鉱
の
製
鉄
は
磁

鉄
鉱
（砂
鉄
）の
た
た
ら
製
鉄
が

渡
来
す
る
こ
と
で
途
絶
え
る
。 

 

鉄
素
材
の
渡
来
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
中
国
で
は
紀
元
前
五
世

紀
に
溶
融
製
錬
が
実
用
化
さ
て

い
る
。
弥
生
時
代
に
青
銅
器
と

鉄
器
が
ほ
ぼ
同
時
に
流
入
し
て

お
り
、
石
器
時
代
か
ら
青
銅
器

時
代
を
飛
び
越
え
鉄
器
時
代
に

突
入
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
魏

参照資料１－４ー①：古代の鉄

たたら（砂鉄）現在の高炉

明神平鉄滓

湖沼鉄からの鉄滓

湖沼鉄（渇鉄鉱）

課題鉄
の種類

出典：「鉄から見た我が国の古代史」高効率発電システム研究所 吉田敏明

渇鉄鉱 赤鉄鉱 磁鉄鉱

名寄鈴石 高師小僧

鍛造品鉄塊

参照資料１－４ー②：厨台遺跡群

厨台遺跡群

宮中野古墳群
（きゅうちゅうのこふんぐん）

縄文時代中期の住宅跡。中央は炉跡です 北側にカマト（火床）、
4本の穴は柱の穴です

出典：ウィキペディアから図柄引用
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書
倭
人
伝
か
ら
三
世
紀
頃
に
は
国
内
鍛
治
は
行
わ
れ
て
い
た

し
、
韓
国
か
ら
鍛
冶
が
渡
来
し
た
。
千
葉
県
八
千
代
市
沖
塚

遺
跡
で
精
錬
鍛
治
（大
鍛
冶
）と
小
鍛
治
の
セ
ッ
ト
の
工
房
が

検
出
さ
れ
、
三
世
紀
末
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か

し
、
渡
来
人
が
爆
発
的
に
増
え
る
中
で
、
紀
元
前
五
世
紀
の

大
陸
の
製
鉄
技
術
開
発
か
ら
八
〇
〇
年
も
の
間
、
製
鉄
工

人
や
製
鉄
技
術
の
伝
搬
が
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
の

疑
問
点
・検
討
事
項
に
な
っ
て
い
る
。  

 
 

 
 

参照資料１－４ー③：鉄精錬の技術

融点出土年代遺跡名

（銅の溶融温度1084.5度）

＊渇鉄鉱は400度
＊銑鉄の溶融
温 度は1200度

＊磁鉄鉱（砂鉄）は
1538度

＊赤鉄鉱（高炉）は
１５５０度

鉄滓（溶融あり）弥生初頭（前10世紀）京都・扇谷

鉄滓弥生中期後半鹿児島・王子

鉄塊系遺物弥生中期後半福岡・赤井手

鉄塊系遺物弥生後期中葉石川・奥原峠

鉄滓古墳初頭千葉・沖塚

（１）千葉県沖塚の大鍛冶と小鍛冶セットの遺跡

（２）弥生ー古墳時代の主な精錬・鍛造遺跡

出典：「古代の鉄素材と鍛冶」（ohmura-sutady.net）

炭素の少ない鉄、
融解温度は高くなる
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第
二
話 

常
陸
国
と
高
天
原 

 

  
高
御
産
巣
日
神
（タ
カ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
）に
よ
っ
て
出
雲
の
国
譲
り
に
派
遣
さ
れ
た
武
御
雷
神
は
鹿
島
神
宮
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
記
紀
に
は
高

天
原
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
か
ら
、
鹿
島
を
含
む
常
陸
国
（日
高
見
国
）と
高
天
原
が
関
係
づ
け
ら
れ
て
く
る
。
こ
の
関
係
を

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
高
天
原
の
神
々
の
原
点
は
造
化
三
神
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に
高
御
産
巣
日
神
（古
事
記
表
記
）
が
記
紀
に
記
述
さ
れ
る
。

高
御
産
巣
日
神
か
ら
考
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
（参
照
資
料1-5

）。
こ
の
神
は
記
紀
に
登
場
し
、
神
代
七
代
の
前
に
現
れ
る
別
天
神
で
あ
り
造

化
三
神
の
う
ち
の
一
柱
で
あ
る
。「
高
見
・産
巣
・日
」と
読
む
こ
と
が
で
き
、
実
に「
日

高
見
」の
三
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
最
初
に
天
孫
降
臨
の
命
を
受
け
た
天
之
忍
穂
耳

命
（ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
高
御
産
巣
日
神
の
娘
で
あ
る
萬
幡
豊
秋
津
師

比
売
命
（ヨ
ロ
ズ
ハ
タ
ア
キ
ツ
シ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）を
后
と
し
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
瓊
瓊

杵
命
（ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
を
替
り
に
降
臨
さ
せ
ま
す
。
高
天
原
を
常
陸
国
で
置
き
換

え
て
み
る
と
高
御
産
巣
日
神
は
天
照
大
御
の
直
系
に
娘
を
嫁
が
せ
る
ほ
ど
の
格
を
持

っ
た
家
柄
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
御
産
巣
日
は
縄
文
弥
生
時
代
に

日
高
見
国
、
関
東
・東
北
を
ま
と
め
上
げ
た
日
高
見
国
の
統
治
者
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

高
天
原
を
記
述
す
る
風
土
記
は『
常
陸
国
風
土
記
』だ
け
で
あ
る
。
風
土
記
は
写

本
と
し
て
五
つ
が
現
存
し
、『
出
雲
国
風
土
記
』が
ほ
ぼ
完
本
、『
播
磨
国
風
土
記
』、

『
肥
前
国
風
土
記
』、『
常
陸
国
風
土
記
』、『
豊
後
国
風
土
記
』は
一
部
欠
損
し
て
残

る
。 

 

『
常
陸
国
風
土
記
』
の
記
述
は
、「
八
百
万
の
神
を
お
集
め
に
な
っ
た
と
き
、
祖
先
神

（高
御
産
巣
日
神
）
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
は
、「
今
、
わ
が
御
孫
の
命
が
お
治
め
に
な

ろ
う
と
す
る
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
高
天
原
か
ら
下
っ
て
お
い
で
に

な
っ
た
大
神
は
香
島
（
か
し
ま
、
か
ぐ
し
ま
）
天
の
大
神
と
い
う
。
天
に
お
い
て
は
日
香

島
（ひ
の
か
し
ま
）の
宮
と
名
付
け
、
地
に
お
い
て
は
豊
香
島
の
宮
と
名
づ
け

る
。
・・・・」。
鹿
島
が「
高
天
原
か
ら
降
り
ら
れ
た
神
の
住
む
と
こ
ろ
」と
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。 

参照資料１－５：高御産巣日神と高天原の関係

伊
邪
那
岐
神

伊
邪
那
美
神

山
神
＝
大
山
津
見
神

木
花
之
佐
久
夜
毘
売

（
神
阿
多
都
比
売
）

天
照
大
御
神

須
佐
之
男
神

・・・・

邇
邇
芸
命

（に
に
ぎ
の
み
こ
と
）（神

倭
伊
波
礼
毘
古
命

（
神
武
天
皇
）

櫛
名
田
比
売

神世7代

表
筒
之
男
命

（う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と
）

上
津
綿
津
見
神

（（う
え
つ
わ
た
つ
み
の
か
み
）

中
筒
之
男
命

中
津
綿
津
見
神

底
筒
之
男
命

底
津
綿
津
見
神

建
御
雷
神

高
御
産
巣
日
神

神
産
巣
日
神

・・

天
忍
穂
耳
命

（あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と
）

・・

別天神
（ことあまつかみ：5柱）

大
物
主
神

伊
須
気
余
理
比
売

出典： 「海道東征」をゆく（産経新聞社）、「古事記」 （竹田恒泰著、学研）

火
神
＝
火
之
迦
具
土
神

高
倉
下
命

（
た
か
く
ら
じ
）

夢で知らせる

天
之
御
中
主
神

万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
（栲
幡
千
千
姫
命
）

（
よ
ろ
ず
は
た
と
よ
あ
き
つ
し
ひ
め
の
み
こ
と
）

天
火
明
命

（あ
め
の
ほ
あ
か
り
の
み
こ
と
）

（
に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と
）

＝
邇
藝
速
日
命

天
忍
日
命

（あ
め
の
お
し
ひ
の
み
こ
と
）

天
津
久
米
命

(

あ
ま
つ
く
め
の
み
こ
と
）

思
金
命
、
天
手
力
男
神
、
猿
田
毘
古
命
、

天
石
戸
岩
神
、
登
由
宇
気
神

邇邇芸命降臨随伴神（13柱：古事記）

大
伴
氏
の
祖

大
来
米
命

物
部
氏
の
祖

道
臣
命

久
米
氏
の
祖

天
児
屋
根
命
（春
日
権
現
）

(

あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と
）

藤
原
氏
の
祖

天
種
子
命

天
宇
受
賣
命
、
伊
斯
許
度
売
命
、

布
刀
玉
命
（太
玉
命
）、
玉
祖
命

5伴諸 7警備神

尾
張
連
の
祖

造化三神



 

12 

 

 

「
伊
勢
国
風
土
記
」の
逸
文
に
は
、「
天
の
方
向
に
国
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
国
を
平
定
し
な
さ
い
」と
勅
命
を
い
た
だ
い
た
注

天
日
別
命
（ア
メ
ノ

ヒ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
、
征
伐
の
し
る
し
と
し
て
剣
を
授
か
っ
て
、
東
の
方
へ百
里
進
ん
だ
。
・・・」と
。
伊
勢
よ
り「
東
」（東
国
）に「
天
」が
あ
る
こ

と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
（
注
）
天
御
中
主
神(

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ)

の
子
孫
。 

神
武
天
皇
の
東
征
の
際,

伊
勢(

い
せ)

を
平
定
し,

統
治
し
た
と

い
う
。
皇
太
神
宮
大
神
主
の
伊
勢
氏
の
祖
。 

 

常
陸
国
に
は
出
雲
の
国
譲
り
を
成
し
遂
げ
た
神
が
い
る
。
古
事
記
で
は
武
御
雷
神
（
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
カ
ミ
）と
天
乃
鳥
船
神
（
ア
マ
ノ
ト
リ
フ

ネ
ノ
カ
ミ
）だ
が
、
日
本
書
紀
で
は
武
御
雷
神
と
経
津
主
神
（フ
ツ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）と
記
述
す
る
。
こ
の
統
一
事
業
の
立
役
者
は
鹿
島
神
宮
祭
神

の
武
御
雷
神
で
あ
り
記
紀
と
も
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
随
伴
神
が
若
干
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
三
神
は
東
国
三
社
と
言
わ
れ
る
鹿
島
神
社
と
香

取
神
社
、
そ
し
て
息
栖
（い
き
す
）
神
社
（茨
城
県
神
栖
市
）に
祭
ら
れ
て
い
る
（参
照
資
料1-6

）。
東
国
三
社
の
由
緒
か
ら
三
神
を
捉
え
て
み

ま
す
。 

鹿
島
神
宮
の
御
祭
神
は
、
武
御
雷
大
神
（タ

ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
オ
オ
カ
ミ
）」で
あ
り
、「
鹿
島
宮

社
例
伝
記
」に
は
、
神
武
天
皇
元
年
に
宮
柱
が

立
て
ら
れ
た
と
あ
る
。
神
武
天
皇
が
橿
原
（か

し
は
ら
）で
即
位
し
た
そ
の
年
に
、
鹿
島
に
使
い

を
遣
わ
し
て
、
大
和
入
国
を
果
た
し
た
こ
と
を

感
謝
し
武
御
雷
神
を
崇
め
、
社
を
創
設
し
祀
っ

た
と
記
述
す
る
。
古
事
記
で
は
、「
国
譲
り
の
代

償
と
し
て
、
壮
大
な
御
殿
を
作
る
」こ
と
を
武

御
雷
神
が
大
国
主
命
に
約
束
す
る
。
そ
し
て
、

創
ら
れ
た
出
雲
大
社
の
神
殿
は
鹿
島
神
宮
と

同
じ
祭
神
が
横
向
き
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
（参

照
資
料1

-7

）。
両
神
殿
の
特
徴
は
、
神
座
が
拝

殿
に
対
し
て
横
向
き
に
座
し
て
い
る
。
拝
殿
か

ら
見
て
祭
神
は
横
顔
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
形
式
は
全
神
社
で
こ
の
二
社
の
み
で
あ
る
。

神
座
の
向
き
は
、
鹿
島
神
宮
が
太
陽
の
昇
る

参照資料１－６：東国三社（鹿島神宮、香取神宮、息栖神社）

鹿島神宮

香取神宮
息栖神社

鹿島神宮

香取神宮 息栖神社

出典：ウィキペディアから図柄引用

参照資料１－７：鹿島神宮と出雲大社の神殿

鹿島神宮神殿 出雲大社神殿

出典：ウィキペディアから図柄引用

東向き
西向き

拝殿
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（
日
の
御
子
）
東
向
き
で
あ
り
、
出
雲
大
社
は
西
向
き
で
、
祖
神
で
あ
る
須
佐
之
男
命
の
方
向
か
と
も
い
わ
れ
る
。
記
紀
に
記
述
す
る
国
譲
り

の
使
者
の
武
御
雷
神
と
大
国
主
命
の
国
譲
り
の
代
償
で
あ
る
宮
殿
創
設
が
史
実
と
し
て
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
、
鹿
島
神
宮
に
は
国
宝
の
神
剣
で
あ
る
直
刀
（ち
ょ
く
と
う
）
が
保
存
さ
れ
て
い
る
（参
照
資
料1-

8

）。
こ
の
神
剣
は
二
振
り
あ
っ
て
、

鹿
島
神
宮
に
あ
る
の
は
控
え
の
剣
と
さ
れ
る
。
武
御
雷
神
（タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
）が
神
武
東
征
の
熊
野
で
高
倉
下
を
通
し
て
イ
ワ
レ
ビ
コ
に
授
け
た

も
の
は
石
上
神
社
（い
そ
の
か
み
じ
ん
じ
ゃ
）の
祭
神
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
石
上
神
社
の
拝
殿
の
後
ろ
に
あ
る「
禁
足
地
」か
ら
発
見
さ

れ
た
も
の
で
す
。
神
武
天
皇
は
こ
の
剣
を
殿
内
に
奉
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
崇
神
天
皇
の
御
代
に
祭
神
を
石
上
神
社
の
前
身
で
あ
る
石
上
邑
に

遷
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
剣
で
あ
る
韴
霊
剣
（フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
ツ
ル
ギ
）
は
全
長2.7

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
長
大
な「
直
刀
」で

す
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
東
征
で
使
っ
た
剣
を
神
格
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
鹿
島
神
宮
で
は
十
二
年
に
一
度
の
聖
代
（せ
い
だ
い
）に「
御
船
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
（参

照
資
料1

-9

）。
聖
代
と
は
、
す
ぐ
れ
た
天
子
の
治
め
る
世
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。「
当
社
列
伝
」に
よ
れ

ば
、「
天
地
も
動
く
ば
か
り
に
き
こ
ゆ
る
は
、
あ
づ
ま
の
宮
の
神
い
く
さ
、
天
下
治
め
し
こ
と
は
古
り
ぬ
れ

ど
、
昔
を
見
す
る
神
の
御
軍
（み
い
く
さ
：皇
軍
の
こ
と
）」と
伝
え
て
い
ま
す
。
鹿
島
神
宮
か
ら
香
取
神

宮
に
向
け
て
三
艘
の
船
を
出
す
祭
り
で
す
。「
天

下
治
め
し
こ
と
は
古
り
ぬ
れ
ど
」と
は
、
天
孫
降

臨
に
よ
っ
て
葦
原
中
国
を
治
ら
し
め
た
こ
と
を

表
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
出
雲
と
葦

原
中
国
を
治
め
る
た
め
に
、
船
出
（鹿
島
立
ち
）

し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

鹿
島
神
宮
と
対
を
成
す
香
取
神
宮
に
は
、
武

御
雷
神
と
出
雲
の
国
譲
り
に
立
た
れ
た「
経
津

主
大
神
（フ
ツ
ヌ
シ
ノ
オ
オ
カ
ミ
）」
が
御
祭
神
と

し
て
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
創
建
は
神
武
天
皇
十

八
年
と
伝
え
ら
れ
る
。
鹿
島
神
宮
と
同
様
に
、

そ
れ
以
前
に
も
神
子
神
孫
（し
ん
し
し
ん
そ
ん
）

が
奉
斎
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
鹿
島
神
宮

と
同
様
で
あ
る
。
経
津
主
大
神
と
武
御
雷
大
神

参照資料１－８：鹿島神宮の直刀 韴霊剣（フツノミタマノツルギ）

出典：ウィキペディアから図柄引用

参照資料１－９：鹿島神宮 御船祭

息栖神社鳥居

鹿島立ち
神霊が神域外へ渡御される神幸祭であるが、船で渡御

出典：ウィキペディアから図柄引用
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の
二
神
は
国
譲
り
で
共
に
出
雲
に
派
遣
さ
れ
、
出
雲
と
葦
原
中
国
を
平
定
す
る
。
そ
し
て
、
葦
原
中
国
の
平
定
の
た
め
に
こ
の
二
神
を
案
内
し

た
久
那
斗
神
（ク
ナ
ド
ノ
カ
ミ
）を
祭
る
の
が
息
栖
（い
き
す
）神
社
で
あ
る
。 

 
息
栖
神
社
で
は
久
那
斗
神
を
主
神
と
し
、
天
乃
鳥
船
命
（ア
メ
ノ
ト
リ
フ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）
を
相
殿
神
（
あ
い
ど
の
し
ん
）と
し
て
祀
る
。
久
那
斗

神
は
、
道
の
分
岐
点
で
旅
人
の
道
中
の
安
全
を
は
か
る
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
鹿
島
神
・香
取
神
に
よ
る
葦
原
中
国
平
定
に
お
い
て
、
東
国

へ
の
先
導
に
あ
た
っ
た
神
と
い
う
。
そ
の
名
前
の
由
来
は
、 

『
日
本
書
紀
』
の
神
話
に
、
伊
奘
諾
尊
が
黄
泉
の
国
で
雷
神
に
追
い
か
け
ら
れ
た
と

き
に
杖
を
投
げ
、「
こ
れ
以
上
来
る
な
（来
な
と
）」と
い
っ
た
の
で
、
そ
の
杖
を
ク
ナ
ド
ノ
カ
ミ
と
名
づ
け
た
と
あ
り
、
名
前
の
由
来
に
な
っ
て
い

る
。
天
乃
鳥
船
神
は
、
日
本
神
話
に
登
場
す
る
神
で
あ
り
、
神
が
乗
る
船
の
名
前
で
あ
る
。
詳
し
く
は
鳥
之
石
楠
船
神
（
ト
リ
ノ
イ
ワ
ク
ス
フ
ネ

ノ
カ
ミ
）と
書
き
、
鳥
が
飛
ぶ
よ
う
に
早
く
、
石
の
よ
う
に
固
い
楠
材
で
作
っ
た
船
の
神
を
表
す
。
香
取
神
宮
の
あ
る
縄
文
遺
跡
・栗
山
河
流
域

遺
跡
群
か
ら
全
長7.4

5
メ
ー
ト
ル
の
椋
木
（む
く
の
き
）製
の
丸
木
舟
が
出
土
し
た
。
同
時
代
の
比
較
で
は1.5

倍
か
ら2

倍
の
破
格
の
大
き

さ
で
あ
り
、
鹿
島
神
・香
取
神
の
二
神
を
案
内
し
た
船
も
こ
う
い
っ
た
船
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
防
人
が
鹿
島
か
ら
九
州
に
旅
立
つ
こ
と
を「
鹿

島
立
ち
」と
言
い
慣
わ
し
た
の
は
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
。 

 

武
御
雷
神
と
経
津
主
神
の
役
割
を
両
神
宮
の
分
社
配
置
に
は
興
味

深
い
意
図
が
見
受
け
ら
れ
る
。
武
御
雷
神
は
香
取
神
社
の
経
津
主
大

神
と
共
に
東
国
の
果
て
に
鎮
座
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
東
北
の
蝦
夷
か
ら

の
守
り
と
日
高
見
国
の
鎮
護
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
参
照
資
料1-

10

）。
そ
の
理
由
は
鹿
島
神
宮
の
御
分
社
が
東
北
に
扇
状
に
分
布
し
て

い
る
こ
と
か
ら
北
か
ら
降
る
蝦
夷
に
対
す
る
護
り
な
の
で
あ
る
。
一

方
、
香
取
神
社
の
御
分
社
は
下
総
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
関
東

一
円
に
点
在
し
、
祖
神
の
国
（日
高
見
国
）を
守
る
使
命
を
持
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
日
高
見
国
を
鎮
守
す
る
神
社
と
捉
え
ら
れ
る
。 

こ
の
日
高
見
国
に
は
．
神
奈
備
山
（
か
ん
な
び
や
ま
）と
い
わ
れ
る
筑

波
山
が
あ
り
高
天
原
と
の
関
係
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
筑
波
山
の
旧
名

は「
二
神
山
」あ
る
い
は「
二
上
山
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
由
来
に
関

わ
る
謂
れ
か
ら
捉
え
て
み
よ
う
。
常
陸
国
風
土
記
に
、
古
老
曰
く
、

「
筑
波
の
地
は
、
古
、「
紀
の
国
」と
謂
ひ
き
。
・・・崇
神
天
皇
の
御
世

に
、
注

采
女
臣
（ウ
メ
ノ
オ
ミ
）
の
友
属
、
筑
箪
命
（
ツ
ク
ハ
ノ
ミ
コ
ト
）を

参照資料１－１０：鹿島神宮と香取神宮の分社配置

鹿島神宮分社
配置

香取神宮分社
配置

鹿島神宮

香取神宮

出典：ウィキペディアから図柄引用
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紀
の
国
の
国
造
に
遣
わ
し
し
時
、
自
分
の
名
を
つ
け
筑
波
と
称
し
た
」こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
（注
）
采
女
の
統
括
を
担
当
し
た
伴
造
氏
族
。
采
女
と

は
、
日
本
の
朝
廷
に
お
い
て
、
天
皇
や
皇
后
に
近
侍
し
、
食
事
な
ど
身
の
回
り
の
庶
事
を
専
門
に
行
う
女
官
の
こ
と
。 

 
筑
波
山
神
社
は
祭
神
を「
筑
波
男
神
」、「
筑
波
女
神
」と
す
る
が
、「
筑
波
山
縁
起
」
や
南
北
朝
時
代
の「
詞
林
采
葉
抄
（し
り
ん
さ
い
よ
う

し
ょ
う
）
」で
は
、
祭
神
を
伊
邪
那
美
神
・伊
邪
那
岐
神
と
す
る
。
筑
波
山
は
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
の
山
で
あ
る
と
の
解
釈
が
付
く
。 

ま
た
、
香
取
神
社
が
編
纂
し
た「
香
取
群
書
集
成
」に
収
録
さ
れ
た
田
植
歌
に
は
、「
あ
れ
み
な
さ
い
、
つ
く
ば
の
山
の
よ
こ
く
も 

ホ
ー
イ
ホ
イ

ヤ
ァ
ホ
イ 

よ
こ
く
も
の
し
た
こ
そ
わ
ら
か
お
や
く
に
」と
歌
わ
れ
て
い
る
。
筑
波
山
の
横
雲
の
下
（付
近
）を
わ
れ
ら
の
祖
国
（お
や
く
に
）と
言

っ
て
い
る
。
伊
邪
那
美
神
・伊
邪
那
岐
神
は
高
天
原
で
は
な
く
筑
波
山
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。 

日
本
書
紀
（神
代
上
）の
記
述
に
、「
・・・そ
こ
で
、
一
緒
に
日
の
神
を
生
み
申
し
上

げ
た
大
日
孁
貴
神
（オ
オ
ヒ
ル
メ
ム
チ
ノ
カ
ミ
：天
照
大
御
神
の
こ
と
）と
い
う
。
わ

が
子
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
る
が
、
ま
だ
こ
ん
な
に
怪
し
く
不
思
議
な
子
は
い
な
い
。

長
く
こ
の
国
に
留
め
て
お
く
の
は
良
く
な
い
。
早
く
天
に
送
り
高
天
原
の
仕
事
を

し
て
も
ら
お
う
。
・・・」と
記
述
す
る
。 

ま
た
常
陸
風
土
記
に
は
、
常
陸
国
の
鹿
島
神
宮
と
香
取
神
宮
を
中
心
と
し
た
地

域
を
理
想
郷
の
高
天
原
を
体
現
さ
せ
る
記
事
が
あ
る
。 

「
・・・・・春
、
そ
の
村
を
歩
け
ば
、
様
々
な
草
花
が
咲
き
乱
れ
、
か
ぐ
わ
し
い
香

り
を
放
っ
て
い
る
。
秋
、
そ
の
道
を
過
ぎ
行
け
ば
、
数
多
く
の
木
々
に
、
錦
織
り

な
す
木
の
葉
が
美
し
い
。
此
処
は
ま
さ
に
、
神
と
仙
人
が
隠
れ
住
ん
で
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
だ
。
奇
し
き
力
を
持
つ
何
か
が
生
ま
れ
出
づ
る
土
地
だ
。
そ
の
佳

麗
な
不
思
議
さ
は
、
と
て
も
書
き
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
・・・・・」と
記
述
し

て
い
る
。 

参照資料１－１１：筑波山（二神山）と筑波山神社

筑波山

筑波山神社随神門

筑波山神社

出典：ウィキペディアから図柄引用
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第
三
話 

天
孫
降
臨
の
地
、
鹿
児
島 

 
天
照
大
御
神
か
ら
葦
原
中
国
の
平
定
を
命
じ
ら
れ
た
天
忍
穂
耳
命
（ア
マ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
邇
邇
芸
命
（ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）を
代
わ
り
に
降
臨
さ
せ
る
よ
う
上
奏
し
認
め
ら
れ
る
。
天
照
の
子
で
は
な
く
孫
が
降
臨
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
乃
鳥
船
神
に

乗
っ
て
天
孫
降
臨
の
途
中
で
、
待
ち
受
け
て
い
た
猿
田
彦
命
に
会
い
、
不
慣
れ
な
葦
原
中
国
の
先
導
を
務
め
さ
せ
る
。
参
考
図
書
の
著
者
の
田

中
英
道
氏
は
天
孫
降
臨
の
場
所
が
鹿
児
島
・霧
島
の
高
千
穂
峰
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
道
案
内
を
す
る
猿
田
彦
命
は
鹿
児
島
を
良
く
知
っ

て
い
た
と
捉
え
て
い
る
。
猿
田
彦
命
は
、
鹿
島
を
出
発
し
ニ
ニ
ギ
ノ
命
の
天
孫
降
臨
を
伊
勢
の
ヤ
チ
マ
タ
（道
が
八
つ
に
別
れ
迷
い
や
す
い
処
）で

待
ち
受
け
、
岬
の
知
識
と
航
海
技
術
を
活
用
し
て
先
導
し
た
。 

そ
し
て
、
ニ
ニ
ギ
ノ
命
一
行
は
鹿
児
島
に
上
陸
し
居
住
す
る
。
そ
れ
は
、
次
の
二
点
か
ら
想
像
で
き
る
。
武
御
雷
神
に
敗
れ
、
傘
下
に
入
っ
た
建

御
方
神
（
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
ノ
カ
ミ
）
を
祭
神
と
す
る
諏
訪
神
社
（別
名
：南
方
神
社
）
が
鹿
児
島
県
の
全
神
社
の
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
（百
十
社
）を

占
め
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
姶
良
郡
隼
人
町
に
あ
る「
天
降
川
（
あ
も
り
が
わ
）」
は
、
船
団
が
到
着

し
た
地
名
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
に
残
る
伊
賀
国
風
土
記
逸
文
に
よ
れ
ば
、
猿
田
彦
命

は
伊
賀
国
を
伊
勢
国
に
合
わ
せ
二
〇
万
年
も
統
治
し
た
と
記
述
す
る
。 

 
鹿
島
と
鹿
児
島
は
読
み
が
同
音
に
近
い
。
鹿
児
島
の
由
来
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
延
喜
式
神
名

帳
に
は
官
幣
大
社
と
記
載
さ
れ
る
霧
島
隼
人
町
の「
鹿
児
島
神
宮
」の「
鹿
児
島
」の
起
源
に
つ
い

て
の
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
（参
照
資
料1-12

）。
神
籠
る
島
が
そ
の
由
来
と
す
る
説
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
高
天
原
か
ら
来
た
人
々
が
統
治
し
た
場
所
と
い
う
意
味
で
す
。
一
方
、「
続
日
本

紀
」（
七
九
七
年
）の
中
の
養
老
七
年
（七
二
三
年
）の
記
事
に「
鹿
島
」の
字
が
初
出
す
る
。
そ
れ
以

前
の
文
献
で
は「
鹿
島
」で
な
く「
香
島
（か
ぐ
し
ま
）」と
記
述
さ
れ
る
。
鹿
児
島
と
符
合
す
る
。
当

時
、
人
々
は
船
で
移
動
す
る
、
鹿
島
か
ら
鹿
児
島
への
航
行
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

鹿
児
島
に
は
隼
人
と
熊
襲
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
い
ま
す
。
隼
人
は
火
照
命
（ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
＝

海
幸
彦
）を
祖
と
す
る
と
書
記
は
記
述
す
る
。
火
照
命
は
皇
祖
神
直
系
の
ニ
ニ
ギ
ニ
命
の
子
神
で
す

（参
照
資
料1-13

）。
隼
人
と
は
、
隼
＝
ハ
ヤ
ブ
サ
の
よ
う
に
早
く
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
人
と
い
う

意
味
で
す
。
連
想
さ
れ
る
の
は「
天
乃
鳥
船
」で
す
。
地
元
の
人
に「
鳥
の
よ
う
に
早
く
動
く
」と
捉

え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
隼
人
は
軍
事
用
に
仕
上
げ
ら
れ
た
特
別
船
を
使
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
熊
襲
も
関
東
の
高
天
原
勢
力
の
九
州
遠
征
で
や
っ
て
き
た
人
々
で
し
ょ
う
。
鹿
児
島
に
は
シ

参照資料１－１２：鹿児島神宮

天降川

鹿児島神宮

高千穂峰

主祭神
彦火火出見尊 (ひこほほでみのみこと) (山幸彦)
豊玉比売命 (とよたまひめのみこと)

出典：ウィキペディアから図柄引用
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カ
が
存
在
し
、
熊
は
九
州
に
は
い
ま
せ
ん
。
関
東
や
東
北
で
は
熊
や
猿
、
鹿
な
ど

は
一
般
的
で
、
鹿
踊
り
な
ど
が
岩
手
、
宮
城
、
福
島
な
ど
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
熊

の
い
る
鹿
島
か
ら
の
や
っ
て
き
た
人
々
と
結
び
つ
い
つ
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

し
か
し
、
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
隼
人
も
熊
襲
も
、
ま
た
関
東
や
九
州
も
、
見
捨

て
ら
れ
た
居
民
と
な
り
、
ま
た
辺
境
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て
、 

景
行
天
皇
が
命
じ
た
征
討
が
始
ま
る
。
ま
ず
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
熊
襲
・隼
人
征

伐
は
、
日
高
見
国
の
旧
勢
力
に
な
っ
て
い
る
勢
力
の
鎮
撫
で
あ
ろ
う
。 

 

一
方
、
東
国
の
平
定
を
日
本
書
紀
の
記
述
で
は
、「
蝦
夷
を
平
ら
げ
ら
れ
、
日

高
見
国
か
ら
帰
り
、
常
陸
を
経
て
甲
斐
国
に
至
り
、
酒
折
宮
（さ
か
お
り
の
み

や
）に
お
い
で
に
な
っ
た
」と
記
述
す
る
。
こ
の
時
、
日
高
見
国
は
東
国
の
一
部
の

国
ま
で
縮
小
し
て
い
た
。
国
譲
り
で
列
島
を
統
一
し
た
の
も
日
高
見
国
の
勢
力
、

そ
の
後
天
孫
降
臨
で
列
島
を
神
武
東
征
に
よ
る
古
代
大
和
の
新
体
制
に
組
み

込
み
、
再
統
一
し
た
の
も
日
高
見
国
の
国
家
統
一
事
業
と
捉
え
ら
れ
る
。  

 

 
 

  
 

＊造化３神（天地を作った神）：アマノミナカヌシノカミ、タカムスビノカミ、カムムスビノカミ

＊イザナキノカミ イザナミノカミ（神世７代の最後の神）

＊邇邇芸命
（ニニギノミコト：アマテラスの孫）

＊アマテラス大御神 ＊ツクヨミノミコト

コノハナサクヤヒメ

天孫降臨

＊ホオリノミコト
(山幸彦=彦火火出見尊
：ヒコホホデニミコト）

トヨタマヒメ

猿田彦大神 ウズメノミコト

＊ホデリノミコト
(海幸彦）

＊カムヤマトイワレビコ（イワレビコ）
初代 神武天皇

＊大物主神
（三輪山の神）

＊鵜葺草葺不合命
（ウガヤフキアエズノミコト）

タマヨリヒメ
（トヨタマヒメの妹）

高
天
原

神
様
の
世
界

イスケヨリヒメ

3C

＊オオヤマツミ
ノミコト

イクタマヨリヒメ、
ヤマトトトヒモモソヒメ、
セヤダタラヒメ

参照資料１－１３：鹿児島神宮と隼人の祖神

＊スサノオノミコト

＊海神（綿津見神）

天
皇
の
世
界

＊ホスセリノミコト

隼人の祖

天忍穂耳命（アメノオシホミミノミコト）
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コ
ラ
ム
：
「
鹿
児
島
神
宮
（
大
隅
八
幡
宮
）
」 

 
鹿
児
島
に
は
天
皇
家
に
直
接
関
係
す
る
と
言
わ
れ
る
二
つ
の
神
宮
が
あ
る
。
霧
島
神
宮
と
鹿
児
島
神
宮
で
す
。
霧
島
神
宮
は
天
孫

降
臨
の
地
に
建
て
ら
れ
、
主
祭
神
は
降
臨
し
た
瓊
瓊
杵
尊
（ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
で
す
。
鹿
児
島
神
宮
は
主
祭
神
の
山
幸
彦
（彦
火
火
出
見

尊
：ひ
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ノ
ミ
コ
ト)

と
后
の
豊
玉
比
売
命(

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト)

で
す
。
共
に
、
官
幣
大
社
で
明
治
七
年
に
神
宮
の
称
号
を
得

て
改
号
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
神
宮
の
由
緒
を
み
ま
し
ょ
う
（参
照
資
料1

-14

）。 

鹿
児
島
神
宮
祭
神
の
山
幸
彦
、
こ
の
神
は
皇
祖
神
の
直
系
で
す
。
兄
弟
神
の
海
幸
彦
と
山
幸
彦
は
釣
り
針
を
め
ぐ
る
兄
弟
の
諍
（い
さ

か
）い
に
ち
な
ん
だ
神
話
で
有
名
で
あ
る
。
そ
の
時
、
海
神
の
宮
で
巡
り
合
っ
た
の
が
后
の

豊
玉
比
売
で
す
。
こ
の
両
親
の
孫
が
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
尊
、
後
の
初
代
天
皇
の
神
武
天
皇
で

あ
る
。
一
方
、
同
宮
は
早
く
か
ら
八
幡
神
を
合
祀
し
て
お
り
、
明
治
ま
で
は「
正
八
幡

宮
」と
称
し
て
い
た
。
八
幡
神
と
言
え
ば
八
幡
神
の
総
本
山
で
あ
る
宇
佐
神
宮
の
応
神

天
皇
と
関
り
が
出
て
く
る
。
こ
の
謂
れ
は
、 

宇
佐
託
宣
集
は
、「
日
州
（日
向
）
の
韓
国
城
（韓
国
宇
豆
高
島
）、
蘇
於
峯
（
そ
ほ
だ
け
）は

霧
嶋
山
の
別
号
な
り
。
」と
記
す
。
韓
国
城
は
最
高
峰
に
作
ら
れ
た
。
蘇
於
峯
は
霧
島
連
峰

の
最
高
峰
の
韓
国
岳
を
指
す
と
述
べ
る
。 

「
大
隅
正
八
幡
宮
縁
起
」は
、「
震
旦
国
（中
国
）の
陳
大
王
の
娘
・大
比
留
女
（お
お
ひ
る
め
）

は
、
七
歳
の
と
き
夢
で
朝
日
を
受
け
て
身
籠
も
り
、
王
子
を
生
ん
だ
。 

王
た
ち
は
こ
れ
を
怪

し
み
、
母
子
を
空
船
（う
つ
ほ
ぶ
ね
）に
乗
せ
て
海
に
流
し
た
と
こ
ろ
、「
日
本
の
大
隅
の
磯
岸

に
着
き
給
う
。
そ
の
太
子
を
八
幡
と
号
し
奉
る
。
・・
・・
、
大
隅
国
に
留
ま
り
て
、
八
幡
宮
に

祭
ら
れ
給
え
り
」。
母
は「
筑
前
国
・・・香
椎
聖
母
大
菩
薩
（神
功
皇
后
の
こ
と
）と
現
れ
給

え
り
」と
記
述
す
る
。
と
す
る
と
、
祭
神
の
山
幸
彦
が
八
幡
様
の
起
源
に
な
っ
て
し
ま
い
、
宇

佐
神
宮
の
八
幡
様
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
大
隅
八
幡
宮
は
、
元
は
隼
人
の
聖
地
の
石
体

宮
（
し
ゃ
く
た
い
ぐ
う
）に
発
す
る
。
石
体
宮
は
大
隅
正
八
幡
宮
の
元
宮
と
言
わ
れ
ニ
ニ
ギ
ノ

尊
の
子
神
で
あ
る
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
尊
（山
幸
彦
）の
宮
居
さ
せ
給
う
高
千
穂
宮
（高
千
穂
）を

そ
の
ま
ま
御
社
殿
と
し
て
奉
斎
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。 

 
 

 

参照資料１－１４：鹿児島神宮と霧島神宮

霧島神宮

鹿児島神宮

出典：ウィキペディアから図柄引用
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◆
第
二
章 

「
神
武
東
征
の
解
釈
」の
目
次 

  
  

以降省略 
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参
考
図
書 

 

＋
「
古
事
記
」（
竹
田
恒
泰 

学
研
） 

 

＋
「
日
本
書
紀
」 
（宇
治
谷 

孟
著
、
講
談
社
） 

 

＋
「
日
本
の
起
源
は
日
高
見
国
に
あ
っ
た
」（田
中
英
道
著 

勉
誠
出
版
） 

 

＋
「
高
天
原
は
関
東
に
あ
っ
た
」（
田
中
英
道
著 

勉
誠
出
版
） 

 

＋
「
神
武
天
皇
の
真
実
」
（
田
中
英
道
、
扶
桑
社
）  

 

＋
「
京
都
は
ユ
ダ
ヤ
人
秦
氏
が
つ
く
っ
た
」（田
中
英
道
著 

育
鵬
社
） 

 

＋
「
な
ぜ
八
幡
神
社
が
日
本
で
一
番
多
い
の
か
」（島
田
裕
巳
著 

幻
冬
社
）  

 

＋
「
霧
島
神
宮
・
鹿
児
島
神
宮
」（
デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
） 

 

＋
「
神
社
に
秘
め
ら
れ
た
日
本
史
の
謎
」（洋
泉
社M

O
O

K

） 

な
ど 

  
 



 

21 

 

 
お
わ
り
に 

  

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
９「
大
和
と
平
安
京
を
創
っ
た
人
々
」の
講
座
は
、
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
扱
っ
た
シ
リ
ー
ズ
８「
日
本
人
の
祖
先
と
日
高
見

国
」
の
時
代
か
ら
の
継
承
編
に
な
り
、
田
中
英
道
先
生
の
出
版
物
を
最
重
要
参
考
図
書
と
し
て
い
ま
す
。
先
生
の
認
識
で
は
、
高
天
原
は
地
上

に
あ
り
記
紀
の
伝
え
は
事
実
で
あ
る
と
の
確
信
の
下
に
検
証
さ
れ
、
記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
画
期
的
で
す
。 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
９
は
、
弥
生
時
代
の
大
和
朝
廷
の
誕
生
か
ら
近
代
国
家
の
平
安
京
造
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
秦
氏
と
高
天
原
の

神
々
と
の
繋
が
り
を
抑
え
ま
し
た
。 

 

葦
原
中
国
と
言
わ
れ
た
出
雲
王
国
の
高
天
原
（日
高
見
国
）への
国
譲
り
、
高
天
原
族
の
イ
ワ
レ
ビ
コ
命
が
神
武
東
征
で
大
和
に
朝
廷
の
拠
点

を
構
え
る
。
そ
の
大
和
で
は
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
神
武
東
征
の
前
に
同
じ
高
天
原
族
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
命
が
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
既
に
王
国
を
築
い
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
命
は
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
命
の
挙
力
を
得
て
大
和
を
制
し
て
い
き
ま
し
た
。
第
十
代
崇
神
天
皇
頃
に
は
大
和
が
統
治
さ
れ

た
こ
と
で
、
全
国
統
治
へと
進
み
、
律
令
制
の
下
で
の
近
代
国
家
平
安
京
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
平
安
京
造
営
の
資
金
的
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な

っ
た
の
が
膨
大
な
資
金
を
有
し
て
い
た
秦
氏
で
し
た
。
日
本
への
渡
来
人
は
、
天
皇
に
対
し
非
常
に
協
力
的
で
す
。 

日
本
以
外
の
世
界
で
は
国
家
の
覇
権
争
い
の
戦
い
が
続
い
て
る
中
で
、
渡
来
人
が
日
本
人
に
同
化
し
て
い
く
よ
う
な
国
家
を
築
い
て
い
け
た
の

は
、
日
本
が
自
然
の
恵
み
の
豊
か
さ
を
持
ち
、
治
政
の
頂
点
に
あ
る
天
皇
の
治
政
が
人
道
的
で
受
け
入
れ
易
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

初
代
神
武
天
皇
の「
八
紘
一
宇
（
は
っ
こ
う
い
ち
う
）」、
第
十
六
代
仁
徳
天
皇
の「
天
皇
は
民
と
共
に
あ
る
」の
お
言
葉
、
そ
れ
を
皇
統
の
典
範

と
し
た
思
想
背
景
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

 

秦
氏
は
平
安
京
造
営
後
、
日
本
人
に
な
り
、
い
ろ
ん
な
産
業
の
職
人
集
団
と
し
て
、
そ
の
後
の
産
業
発
展
の
基
盤
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 
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   おわりに 

                          主な内容                                     


